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活動銀河核 (AGN)とは、超大質量ブラックホールの周辺にダストがトーラス状に存在する構造を持つと考え
られている。このダストトーラスを特徴づける物理量の一つとして、カバーリングファクター (CF)がある。CF
とはトーラスによって中心核が隠されている割合のことであり、全 AGNに対する 2型 AGNの割合と等価な量
として解釈できる。近年、このダストトーラスの CFが AGNの赤方偏移に依存するという報告がなされている
(e.g. Hasinger 2008) 。 その一方で依存性はない、または選択効果による見かけ上の依存性であるという報告も
あり (e.g. Dwelly et al. 2006)、CFの赤方偏移依存性については明確な結論が得られていないのが現状である。
そこで我々は、中間赤外線 (MIR)に着目した統計的手法を用いて上記の問題の解決を試みた。まずWISEと

SDSS分光カタログを用いて 4683個のAGNを同定した。次に母銀河からのMIR放射が全MIR強度に効いてい
る AGNをWISEのフラックスから作成した２色図を用いて取り除き、トーラスからのMIR放射が優勢な 2597
個のAGNのみを抽出した。さらに抽出したAGNに対して光度関数を作成し、赤方偏移ビン ∆z=0.05で分けた
サブサンプルごとにCFとMIR光度の関係を調べることでCFの赤方偏移依存性を検証した。その結果、赤方偏
移 z < 0.2の近傍宇宙において、CFは赤方偏移には有意には依存しないことが分かった (Toba et al. 2014)。


